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第２学年 社会科学習指導案

平成２４年１１月２２日５校時

指導学級 ２年２組

指導者 佐藤茂之

場所 ２年２組

１ 単元名 「国会開設の歩み」

２ 単元の目標

・明治政府が実施した諸改革を，士族や農民がどのように受け止めたのかに関心

を持ち，その違いについて調べる。

・自由民権運動の高まりと，政府の対応についてまとめ表現する。

・民主主義という視点から，大日本帝国憲法と日本国憲法を比較して整理する。

・明治政府が「国民としてのまとまり」をつくりだすために打ち出した政策と，

人々に与えた影響についてまとめる。

３ 指導にあたって

（１） 単元観

本単元は，中学校学習指導要領歴史的分野の（５）１９世紀ごろから２０世

紀前半までの歴史をまとめた「近代の日本と世界」という大項目中の（ウ）自

由民権運動，大日本帝国憲法の制定，日清・日露戦争条約改正などを通して，

立憲制の国家が成立して議会政治が始まるとともに，我が国の国際的地位が向

上したことを理解する内容の一部である。

自由民権運動・大日本帝国憲法の制定については「自由民権運動」の全国的

な広がり，政党の結成，憲法の制定過程とその内容の特色を扱う。アジアで唯

一の立憲制の国家が成立した歴史上の意義について学習する。

民主政治という視点からみると，大日本帝国憲法において江戸時代の封建制

度から明らかに変化した点と，現在と比較した場合の不完全な点とを整理して

理解させることができる。併せて明治政府の政策は「上からの近代化」であり，

決して庶民側に立ったものではなかったことにも重きを置きたい教材である。

（２） 生徒観

（３） 指導観

３年での公民的学習につながる大切な学習内容であるが，難解な語句が頻出

し，社会的事象と関連付けて覚えることに抵抗を感じる生徒が多いことが予想

できる。よってわかったという実感と，授業に参加したという充実感を個人の

実態に合わせて味わわせる工夫が必要となる。

教科書をしっかり読み，あらかじめ基本的な学習課題を解いて授業に臨める
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よう「予習プリント」を活用している。人物と関連の深い社会的事象を教科書

から結び付ける基本的な学習と，興味・関心をもった事柄について事前に調べ

てくる学習，さらには資料から考察し推測や対比によって理解を深める学習を

組み入れ，生徒の実態に応じ課題解決のための支援をしていきたい。

学習を理解し，更に深めさせるため，キーワードとなる「不平等条約」「藩

閥政治」や「議会」などの内容を復習させ，既習内容を適宜活用しながら指導

していきたい。

４ 研究主題との関連

「学習意欲を高め，基礎・基本の定着を図る学習指導の一試み」

～関わり合う活動を取り入れた指導過程の工夫～

個人で学習課題に臨み，解決した内容を確認し合う場を設定することでより

自信を深めることが可能であり，意欲の喚起に有効である。さらに関わり合う

場で友人の考えに触れることにより，新たな気付きや着眼点の広がりも期待で

きる。

５ 指導計画 ４時間扱い

学習目標 指導内容 関わり合う活動 評価

時間 関 思 技 知

人々の不満と抵抗 ・西南戦争でなぜ

１ 西郷側が敗れた

・西南戦争の背景を のか理解させる

理解する。 ○ ○

・明治維新が人々に ・諸改革を士族や

与えた影響を理解 農民がどう受け

する。 止めたのか理解

させる。

自由と民権を求めて ・民撰議院設立建 ①政府に対して

２ 白書の意図する 人々が言いたい

・自由民権運動の広 事柄に気付かせ こと。

本時 がりと高まりと政 る。 ②演説会の挿絵 ○ ○

府の対応を自分の ・自由民権運動の にせりふを入れ

表現でまとめる。 広がりと政府の る。

対応について対

比させる。

大日本帝国憲法の成 ・アジア初の立憲 ①なぜプロイセ

果と課題 国家になったこ ン憲法を参考に

３ とを理解させる したのか。

・民主主義という視 ・女性の参政権や ②現行憲法との

点から大日本帝国 選挙権取得の条 対比によって不 ○ ○

憲法と現行憲法を 件などに触れさ 完全な点を挙げ

比較し，不完全な せ，現行憲法と る。

点に気付く。 比較させる。

形成される「日本国 ・近代化を推し進
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民」 める政府の方針

４ を理解させる。

・日本の言葉や生活 ・日本の文化に影

習慣の多様性に気付 響を与えた欧米 ○ ○

く。 の文化に気付か

・欧米の文化を取り せ特徴をまとめ

入れた新しい文化に させる。

ついてまとめる。

６ 観点別評価規準

評価の観点 評価規準

社会的事象への関心・意欲 キーワードに気付いたり，違いに気付いたりして

態度 積極的に発言することができる。

社会的な思考・判断・表現 本文や資料から考察し自分の考えをまとめること

ができる。

資料活用の技能 自らの考えの根拠となる資料や事象を選択し，活

用することができる。

社会的事象についての知識 時代背景などに関連付けて理解し，知識として身

理解 に付けることができる。

７ 本時の指導

「自由と民権を求めて」

（１）本時の目標

・自由民権運動が，日本の政治と社会の民主化の起点になったことを理解す

る。

・自由民権運動の広がりと高まりをつかみ，人々が望んだ政治と政府の対応

を比べ，その違いを考える。

（２）指導にあたって

・選挙と国会，自由と民権のキーワードを活用し本文の理解を促すことによ

り時代背景を理解させたい。

・授業中，難解な語句の理解をより深められるよう，教科書を参考にして課

題解決ができる程度の「予習プリント」を準備する。

（３）本時と校内研究との関わり

自分なりの考えや答えを持ち，グループの中でそれぞれが理由や根拠を挙

げて発表しあう場を設定する。グループ内で認め合う姿勢が育つことで自

信が付き個々の学習意欲が高まるものと考える。

グループ内で，自分との着眼点の違いや課題解決方法の違いに気付き参考

にすることで，学習の深まりが期待できる。
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（４）指導過程

段階 学習活動 予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価

１前時の復習 ○西郷隆盛 板垣退助

1873 年 征韓論が が征韓論を唱える。

唱えられた当時，明 ○大久保利通 岩倉具 士族の活躍の場

治政府内の変化を確 視が征韓論を否定。 としての征韓論

認する。 予習プリントを参考に に触れる。

発問により確認する て答える。

導入

征韓論の目的とは。→朝鮮との国交

１０ 政府を去った人物は。→ 西郷・板垣

◆教科書Ｐ１６４を読む 範読する。

２自由民権運動の始 ○選挙と国会｣という キーワードは生

まりについて基本 キーワードを使い答え 徒の発想から活

的な問題に答える る。 用する。

①民撰とは・・・ 予習プリントを参考に

②議院設立とは・ して確認する。 藩閥政治との違

いに気付かせる。

民撰議院設立建白書とは。→選挙と国会

３自由民権運動に参 ○士族から豪農，商工 西南戦争を機に

加した人はどんな人 業者への広がりを確認 士族から豪農，

たちかを考察する。 する。 商工業者へ変化

していくことに

人々の期待は。→みんなの意見を国会に 触れる。

４国民が政府に対し ○条約を改正しろ ☆予習課題から

て言いたいことはど ○税を軽くしろ 自分の答えを出

んなことなのだろう ○国会を早く開け し合うようにす 【技能】

を考える。 ○選挙しろ る。 適切な理由

などを挙げる。 士族・商工業者 を示してま

↓ 一般の人々など とめる。

どの視点なのか

運動の広がりに着目 を問う。

「民権」とはどんな 予習プリントを参考に ☆政府の対応と

ことなのかを答え 答える。「人々が政治 対比させる。

る。 に参加する権利」

展開 政府の対応について きびしくとりしまるこ

気付いたことを答え とと「集会条例」につ

る。 いて答える。

３５ ５政府が国会開設を ○国の施設を政府と関 ☆人々が政府を

約束するきっかけは 係が深い大商人に安く 攻撃したことに

何かを確認する。 はらい下げようとした 着目させる。

ことを答える。
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運動の高まりに着目

①演説者と聴衆が言い グループ内で理

６演説会の挿絵のせ 合っている。 由を述べあい発

りふを考え発表す 帰れ 黙れ 表させる。 【思考判断

る。 こんな演説会やめろ ①社会全体の風 表現】

許可とったのか 潮を表している 社会状況を

警察は来るな ことを指摘し， 考え発表す

話し合いを深め る。

させる。 それぞれの

②警察官は政府側の象 ②警察官は言論 立場からの

徴であり，演説者と聴 の自由を制限し 理由を説明

衆が国民側の象徴であ ていることに気 する。

る。 付かせる。

政府側の立場なら

演説者の立場なら

人々の立場なら

→それぞれの立場で考

える。

７自由民権運動の活 予習プリントを参考に 宮城県に関わり

動家たちについて確 して確認する。 のある活動家に

認する。 ついても触れる。

ま ８本時のまとめをす ○自由民権運動の広が

と る。 りと高まりについてま

め とめ，併せて政府の対

応についても整理す

５ る。

（５）評価

Ａ Ｂ Ｃ 支援の内容

社会的な思考・ 選挙と国会，自由 キーワードに気 江戸時代との対

判断・表現 と民権をキーワード づき，まとめるこ 比をさせて，明ら

として当時の社会状 とができる。 かな違いに気付か

況を考え，発表する せる。

ことができる。

資料活用の技能 民衆の立場，政府 民衆と政府の立 挿絵の雰囲気に

の立場からの主張を 場の違いを理解し，着目させ，警官に

簡潔にまとめ，理由 主張内容の明らか 対するセリフを考

を説明できる。 な差を表現する。 えさせる。
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（６）板書計画

自由と民権を求めて

１８７４年 民撰議院設立建白書 人々の考え 政府の方針

板垣退助らが政府に提出

立志社が中心

１８８０年 国会期成同盟

→自由民権運動の高まり 挿絵拡大

北海道での事件（払い下げ）

↓

国民のいかり 運動の高まり

１８９０ 政府は国会開設を約束
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教科書Ｐ１６４～１６５

予習課題

①Ｐ１６４ ４行目 民撰議院設立建白書 中心人物は

民撰とは・・人々が をすること。

議院設立とは・・ を開くこと。

この建白書は西暦【 】年に提出された。

②Ｐ１６４ ９行目～ 自由民権運動は，はじめは 士族 中心でしたが 西南戦争

ののちは～～

西南戦争で士族の精神的な支えとなった人物は・

西南戦争は西暦【 】年におこった。

③Ｐ１６４ １８８０年 高知の や豪農など全国の代表が集まって

がつくられ～～

※１５行目 政府は運動を【 】が・・

④Ｐ１６４ １９行目～Ｐ１６５ ４行目

１８８１年に政府が管理していた北海道の開拓施設や鉱山を

【 】に安くはらいさげよう

とした

民権って何だろう

今から１３０年くらい前の日本人なら・・
もしあなたが治安を守る

あなたが政府に言いたいことは 警察官なら・・

Ｐ１５４の？？？を参考にして

↑ 習ってきたことをよく思い出して・・

⑤ 調べ学習 宮城県内の「自由民権活動家」について・・・

① インターネット

② 小学校の時の教科書 宮城県出身者で有名な活動家は・・

③ その他



- 8 -


